
「機能性液体」という新たな科学領域の追究
　金属イオンを含む化合物は、通常は固体で存在して
います。食塩（NaCl）は、そうした化合物の身近な例で
すが、これはナトリウムのイオンを含む塩で、非常に高
融点です。神戸大学理学部の持田智行教授らは、この
金属イオンを含む塩の「液化」に成功。融点を下げる分
子を金属イオンに結合させ、金属イオンを含む「室温で
液体の塩」を創りました。これらの液体は、水、油、有
機溶媒など普通の液体ではあり得ない、「非常識な液
体」とも言える特徴を示します。こうした機能性液体の
研究は、最近開始された新しい科学領域です。

光で固まり、熱で液体に戻る不思議な物質
　例えば持田教授らは、最近「光で固まり、熱で液体
に戻る」液体を開発しました。この液体は、ルテニウム
（Ru）のイオンにベンゼン誘導体が結合した分子から
なり、－50℃でも凍りません。この液体に紫外光を当
てると、イオンの間に網目状の結合が形成され、黄色
固体に変化していきます。この固体を加熱すると、逆反
応が起こり、再び透明液体に戻ります。この変化は何
度も繰り返せるため、エレクトロニクス材料や3Dプリン

タ素材、接着用途など、さまざまな応用につながる可
能性があります。

イノベーションにつながる
多彩な機能性液体への挑戦
　持田研究室では、この他にも「温度を変えると色が変
わる液体」「ガスを吸って固まる液体」「磁場で固まり方
が変わる液体」など、独特の機能を持つ液体を多数実
現してきました。さらに、これらの原理を利用した機能
性フィルムも開発しています。例えば「溶媒判別フィル
ム」は、ニッケル
（Ni）のイオン
を含むフィルム
で、溶媒などの
液体に浸すと
液体の種類に
応じて色が変
わります。その
ため、液体が水
かエタノールか、などの判別が簡単にできます。これら
はいずれも研究室の学生による研究成果です。
　これらの研究は、「こんな液体があったら面白い」とい
うアイデアを多数考えるところから出発し、試行錯誤を
繰り返して実現に結びつけられます。こうした新しい発
想に基づく研究は、すぐに実用化するものではありませ
んが、科学の進歩につながりイノベーションの源泉とな
り得る点で重要です。持田研究室では、「金属イオンを
含む多機能液体」という領域を確立すべく、今日もさま
ざまな「非常識な液体」への挑戦を続けています。
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金属イオンを利用して
さまざまな「非常識な液体」を創造

持田教授らが開発した、「光で固まり、熱で液体に戻る」物質の写真と化学式

溶媒判別フィルムを各種の溶媒に浸したもの。フィルム
内の分子に溶媒が付加して色変化を起こす（模式図）
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